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の末梢抵抗 ZT ; RT ; CT を調整する必要があると考えられるた
め，以下に示す末梢抵抗決定アルゴリズムを提案する．
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レーションを行った．図 2 は図 1 の各部位での，血流量波形を
比較したものである．
図 2 の青線で示したものが Olufsen が用いた血流量波形デー
タ [1]，ピンク色の線で示したものが今回推定した末梢抵抗値を
用いたシミュレーション結果である．
また表 1 は血流量波形の比較を行った部位の名称と図 1 中に
示すセグメント番号との対応表である．表中の番号は図 1 中の
セグメント番号を示している．






番号 名称 番号 名称 番号 名称
2 拍出部近傍 5 大動脈弓 6 左頚動脈
8 左鎖骨下動脈 8 左上腕動脈 9 下行大動脈
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